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研究成果の概要（和文）：国内外で進められつつある自然再生事業について、その目標設定や優

先すべき地域の選定方法、適切な再生手法、生態系の評価手法の開発を行った。自然再生のさ

まざまな地域、スケール、生物種について多くのケーススタディを積み重ね、それぞれのケー

スの特性に応じた考え方を提示した。特に空間スケールについてはサイトレベルからインド亜

大陸を対象にした大きなものまで、階層的に取り扱う手法を開発した。  
 
研究成果の概要（英文）：Recently, nature restoration projects are taking place in various 
regions in and outside Japan. For the purpose to contribute to develop the methods of 
restoration and the evaluation methods for the projects, we studied various ecosystems 
such as forests, rivers, wetlands and seacoast. Hierarchical approach was quite appropriate 
to deal with various targets. As a result, we could develop a lot of habitat models of species, 
and economical evaluation strategy. 
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１．研究開始当初の背景 
生物多様性条約に基づき、日本では第２次

の生物多様性国家戦略のもと、自然再生推進
法が成立（2002）したが、その方法論は確立
していない。我々はこれまで環境影響評価に
おける生態系ミティゲーション（自然環境保

全措置）のためのＨＥＰ（生物生息環境評価
手順）の開発に関する科研研究で、ターゲッ
トとすべき絶滅危惧種の遺伝的多様性から
群落の多様性、景観の多様性も踏まえた生物
生息環境評価の道筋を明らかにしてきた。こ
の考えは、立地環境のポテンシャル評価を行
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なうため、自然再生事業の計画と評価にも応
用可能である。 
 
２．研究の目的 
そこで、この研究の展開として、現在緊急

を要する自然再生事業の実践課題を支援す
る目的で「階層的な自然再生のグランドデザ
インに関する研究」を行う。これはつぎの２
部分からなり、どちらかといえば前者は再生
に関して、後者は保全に関して適地の抽出に
寄与し、両者をあわせて階層的な自然再生グ
ランドデザインに貢献する。 
 
３．研究の方法 
スケール、地域、および生物分類群による

特性の違いに配慮して、個別事例研究を研究
集会およびセミナーを持ってフィードバッ
クをしながら進めた。主なフィールドは大規
模灌漑による自然の劣化からの自然再生事
例として、中央アジアアラル海、北海道、近
畿の里地里山、琵琶湖沿岸、京都の都市緑地、
徳島市内の緑地、などである。 

 

図１ 想定する自然再生と研究項目 
 
４．研究成果 
 多くの地域と分類群にわたる個別研究の
例は以下のようなものである。(1)河口域にお
けるマングローブ林の生育適地の推定モデ
ルを琉球列島だけでなく、インド全域を対象
に行い、再生目標設定を可能とした。(2)航空
レーザースキャナーにより広葉樹林の材積
量を推定する新たなアルゴリズムを開発し、
森林生態系の広域ハビタット評価手法に貢
献した。(3)国土の４割を占めるという里山を
生物多様性の視点から類型化し、リスクとポ
テンシャルの両方から、自然再生が必要でか
つ効果的に実施できる場所を評価する手法
を開発し、都市周辺の丘陵地では、既に大部

分が消失したことを明らかにした。(4)徳島市
内に残存する緑地と創造された海浜におけ
る自然再生を検討した．(5)愛知県西三河地方
における希少猛禽類サシバのハビタットモ
デルをもちいた自然再生適地の抽出と 1970
年代の本種の潜在生息域の推定を行った。(6)
北海道の森林、河川、湿地における自然再生
事業について、そのモニタリング調査結果を
解析し、また、再生された生態系サービス（野
生生物の保全、水土保全）について評価し、
機能面から評価の重要性を示した。(7)自然再
生指標種としてのサンショウウオ類、カヤネ
ズミ、サシバ等のハビタットモデルを作成し、
絶滅危惧植物オニバスの日本における遺伝
的変異とその地理的分布から重点的に保全
すべき個体群を明らかにした。(8)蝶類を指標
とし、滋賀県大津市の住宅地、田地、商業地
の比較調査から，その食樹・食草の連続性を
解析し、植生の配置や量のバランスの重要性
が明らかとなったが、芝地は，蝶類の緑地空
間に寄与 していなかった。(9)微気候を解析
することで、コケ庭の保全に必要な環境条件
を明らかにした。 
 都市を例に、原生自然から劣化した自然に
対して、自然再生事業を行うときのコンセプ
トを整理したのが、図２,３である。 

 
図２ 自然の３つの性質と自然再生（生物親
和都市）のコンセプト 
 

 

図３ 自然再生の階層的評価項目 
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